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日没時におけるヤンバルクイナの水場への出現と

その際の若干の行動観察

池長裕 史 ’

１

はじめに

ヤンパルクイナＲａ"ｚ４ｓｏ腫邦ａｚｕａｅＹＡＭＡｓＨＩＮＡｅｔＭＡＮｏは，1981年11月13日，「世

紀的」な発見としてマスコミに発表され，１２月25日に，我が国では59年ぶりの鳥類の新種

として記載された（YamashinaandManol981)．

本種は，新種発表以前から「新種らしいクイナがいる」ということで，地元の野鳥観察

家たちが随分捜し求めていたがなかなか見つからなかった鳥であるため，「発見」後の調

査でも断片的な情報が得られたにすぎず，出現が継続的に観察されたのは国頭村の安田と

奥間のみであった（真野1982，佐藤1982,友利1982a･l982b，山階鳥研標識室1983,

花輪ら1983，沖縄県自然保護課1983)．特に安田では家畜用の配合飼料などに半ば餌

付けされた状態となり，1981年11月23日以来何度も出現が観察され，1982年５月には，ヒ

ナを連れた姿が新聞やテレビなどで報道された．同地は一時期｢ヤンバルクイナの森｣とも

呼ばれ，報道関係者などによって多くの写真が撮られたようであるが,一部の人によって，

撮影用テントが長期にわたって張りっぱなしにされたり，一帯の草が刈りはらわれたりな

ど本種の保護に無神経な行為もあったと聞く．一方，奥間は副模式標本（Paratype）の捕

謹地で(YamashinaandManol981，山階鳥研標識室1982)，自然状態のヤンバルクイ

ナが何度か観察されている（花輪ら1983）が必ずしも同一観察者によるものではなく，

数人の野鳥観察家による「ヤンバルクイナを見た」というだけの記録に止まっているよう

である．

筆者は自宅に比較的近い大宜味村内の沼沢地に出現する自然状態のヤンバルクイナを継

続的に観察する機会を得た．観察時間は未ださほど長くはなく，本種の生活史，行動，生

態を知るために充分なデータを得るには程遠いが，ここで観察された行動などの記録は本

種の研究を行う上での基礎的な資料となり得ると思われる．

今後，より多くの熱心でかつ自制心のある野鳥観察者たちが本種を科学的・定量的に観

察し，本種の保護のために必要な知見を集積されることを希望し，その際の参考になれば

幸いであると思い，とり急ぎ報告する．

なお，日本野鳥の会研究部の花輪伸一研究員からは生息地などに関する情報と文献の提

供および多くの助言をいた-だいた．ここに厚く御礼申し上げる．また大阪市立大学理学部

生物学教室の上田恵介氏は原稿に目を通してくださり様々な援助をしてくださった．烏声

録音家の蒲谷溺彦氏は鳴き声の録音テープを聞いてくださりその意味について意見を述べ

てくださった．あわせて深く感謝の意を表する．

1983年９月20日受理
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・鯛査場所および調査方法

１．調査場所について

本種は前述のとおり，きわめて発見しにくい鳥であり，確実な生息地はまだあまり知ら

れておらず（友利l982b，花輪ら1983，沖縄県自然保護課1983)，また，現在知られ

ている生息地についても，常時観察されているわけではない．特殊鳥類の指定を受け，国

指定の天然記念物になったとはいえ，それだけでは本種は未だ必ずしも充分な保謹下にあ

るとはいえない．そのため，生息地が発見されたとなると，様々な形で人による影響が加

えられることが懸念される．本報告は，具体的な生息地を発表することがその目的ではな

いので（むしろ，他の場所でも本種の出現観察が可能であることを示唆しようとするもの

であるので)，より適当な時期が来るまで，地図などの発表はさしひかえ，ここでは，大

宜味村内の沼沢地とのみ記しておきたい．‘

この調査地では，水位が低いときには池の周囲に幅約２～４ｍの岸が現われ，その上部

はススキや潅木の生い繁る薮から森林へと続いている．そして水位が高くなると岸の部分

は水没し，水面にススキなどが垂れ下った状態となる．

２．調査方法

調査は1982年８月～1983年７月の約１年間に37回（同じ日に何度か調査した場合も１回

とした）行なった.のべ観察時間は約63時間であったもヤンパルクイナを最初に目撃した
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図１ヤンパルクイナの日没時における水場への出現

Appeara筋ｃｅｏｆＯｋｉｎａｗａＲａｉｌａｔａｗＲｔｅｒｓｉｔｅｉｎｌateafternoon．
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表１ヤンパルクイナの水場への出現時刻
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のが夕刻であったため，調査は主として日没時刻前後に行ったが，早朝や日中にも数回程
度調査を行った．夜間調査はしなかった．

1982年11月から1983年５月までの間は比較的降雨が多かったため，水場はほとんど常に

満水状態であった．特に1983年３月は異常なほどの降雨つづきであったため調査に出かけ

られず，この期間は充分な調査を行えなかった．

観察にはもっぱら８×３０の双眼鏡と25×60の望遠鏡を用い，本種がよく出現する岸辺か

ら50ｍほど離れた対岸を定点として観察をつづけ，出現時刻と行動などを野帳に記録し，

その位極や動きを地図上に記入した．

結果および考察

１．水場への出現時刻

本種の水場への出現を観察したのは表１に示したとおり２６回のべ４時間あまりであっ

た．出現時刻はいずれも日没時前後あるいは早朝に限られ，日没時の調査(図１）では，日

没時刻の約２時間前から10分後までの間によく観察された．日中の調査は，1982年９月と

10月とに一度ずつ行っただけであるが,水位,天候などの条件は悪くなかったにもかかわら

ず，本種は夕方まで出現しなかった．日没後約20分で調査地周辺ではほとんど視界がきか

なくなり，調査を打ち切ったので，その後夜間の出現状況は不明である．また，調査は主

として晴天時に行っているので,曇天時や雨天時の出現時間帯についてもわかっていない．

本種は９月から11月にかけては音に対して非常に敏感なようで，遠くの自動車の音や上

空の飛行機などの音，あるいはカメラの一回のシャッター音で数十メートル先にいる個体

があわてて森の中へ逃げ込んでしまうのを観察したが，７月では比較的臆病ではなくなる

のか，調査地の横を自動車が通っても森へは入らず裸地に出たままであったり，カメラの

シャッター音にもあまり反応を示さなかった．また，土砂降りの雨の最中でも変らず姿を

見せていた．そしてこの時期では夕方の出現時刻がやや早いようであった．

２．行動について

１）歩行

本種は水場へは歩いて出て来た．もっぱらウォーキングのみで，ホッピングをしたこと

はなかった．その他に，比較的早く走ることもあった．また，急な斜面を直線的にかけ上

る際に翼をはばたくことがしばしば観察された．はばたくと体が少し浮きあがるようであ

ったが，飛期することはなかった．

２）水あび

以下の日時に本種の水あびを観察した．

1982年９月２日１７：５３～５６１羽，１８：０２～０６別の１羽

１２日１８：１４～１５１羽

１０月17日１８：００～０２１羽

２４日１６：５２～５５１羽

３０日１７：４４～４６１羽

1983年７月３日１７：３４～３５１羽

１０日１７：３６～４０１羽，１８：０３～０５別の１羽

１６日１７：５０～５４１羽
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水あびは常に１羽で行われ，２羽が連れだって出現した際も水あびは別々 に単独で行っ
た．水あびの時間は２～４分間で，何度も頭から水にくぐってはまた頭を上げ，翼を左右

同時にはばたくようにしたり’交互にこすり合わせるようにして，時々クチバシで羽をつ

くろったりしながら，また水にくぐるという行動をくり返した．

３）羽づくろい

水あびがすんだ後，森林部と裸地との境目まで上って羽づくろいをした．水あびをしな

かった場合でも林縁部で長く羽づくろいをしていることがあった．

水あびの直後は’翼をダラリと少し広げて下げ，かわかすようにしたり，クチバシで翼

をはさんで水を切るようなしぐさをくり返した．時々立ち上ってはばたくこともあった

が’この時体が少しうきあがって’しばしばバランスをくずした．その後，翼や背，腹を

何度もクチバシでつついたり，直接法で頭かきをした後’のび（頭を前に出して体をほぼ

水平にして首をのばし，翼を上にひろげて少しそり返る）をしたり，強くはばたいて一回

跳び上ったりしてから森の中へ去って行った．羽づくろいの時間は水あびに要した時間よ

りも長く，通常４～５分間で，２０分近く羽づくろいしていたこともあった．

‘）泳ぎ

1983年６月26日１９：２０，７月10日１７：０７，７月17日１８：４３の三度，いずれも，羽で泳ぐ

姿を観察した．

最初の例は，岸から水の中へどんどん歩いて行き,赤い足が見えなくなると同時に，す

っと体を前に出して泳ぎはじめ，直線的に１５ｍほど泳いで対岸にわたったもので，バン

Ｇα"加"ztzchzoγ”"Ｓよりも随分沈んだ感じで，首をほとんど前後させることなく前に出

したまま，ゆっくりだが比較的なめらかな泳ぎであった．尻をやや上げて尾羽は水面より

あがっていた．姿勢はクイナＲａZ血sa9…た“の泳ぎ（Moriil981）と同じ形であった．

次の例は，観察地点のすぐ下を手前の岸から向う岸に約10ｍ泳ぐ姿をやや上方から観察

したものであった．このときは水の中で赤い足を歩く時のように交互に前後させて，足指

を前に出す時はとじ，後にける時にひらいているのがよく見えた．泳ぐ姿勢は最初の例と

同様であった．

三度目に見た時は，前二回とはやや異なり，首を前後にふりながら進んでいった．この

時も約10ｍをほぼ直線的に泳いだ．

花輪ら（1983）によれば，「バンのように頭を前後に振りながら進む泳ぎ方であるが，体

はカイツブリのように沈み，腹部の縞模様は見えず，尾は水面すれすれであった」とある

ので’三度目に観察したのはこの姿勢に該当すると思われ，首を前後させるかどうかは場

合によって変わるようである．

本種は，よく水に入って水あびをするし，泳ぐ際も特にためらうようなしぐさをするわ

けでなく能動的であり，泳ぎ方も巧みであるように見えたが，池を直線的に越える以外，

歩ける限りは池の周囲をぐるっと回っており，泳ぐことは少ないようであった．

５）採食と水飲み

岸に出て来て，地面で何かをついばんだり，地面の木の葉をクチバシでかきわけたりし

たが，はっきりと何を食べたのかはわからなかった．また，水際まで出て来て，しばしば

水を飲んだが,長時間は続かず,水にクチバシをつけたまま一口か二口飲む程度であった．

３．他の鳥との関係
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ヤンバルクイナとキジバト＆７．"mpe"α”た”α雌，キセキレイMbz“"〃α"eγ”，
パンＱｚ"加拠ZtzcAZorQpzzsとの関係について以下の観察例が得られた．

ｉ）1982年９月２日１８：４０

森の中から出て来たヤンパルクイナ１羽が岸近くにいたキジバト２羽をつつくようにし
て追い立てた．キジバトは飛び去った．

ii）1982年９月12日１８：１４

岸辺を歩いて来たヤンバルクイナ１羽が前にいたキセキレイ１羽をつついて追いはらっ
た．

iii）1982年９月15日６：０９

岸辺を歩いて来たヤンバルクイナ１羽が岸にあがっていたパン幼鳥１羽をつついた．バ

ンは水面に逃げた．距離はそう遠くなかったがそれ以上は追いかけなかった．
iv）1983年６月26日１９：１７

ヤンパルクイナが１羽，森の中から出て来て，はばたいたり岸辺まで出て地面の何かを

ついばんだりしていたが，キジバトが１羽飛んで来たのに驚いたのか，はばたきながら林
の縁までかけ上った．逃げる時は体を前にたおし，低くして，翼を上下に打ちつけるよう

にはばたいた．こうするとやや体が浮いて速度がつき，翼をひろげたため体がやや平たく

なって薮の下に楽にもぐり込めるようであった．相手がキジバトだとわかったのち，今度

はキジバトの方に向かって体を大きく見せるように胸をそらして立ち上り，翼をやや前後
にはばたきを強めて，パサパサという比較的大きな音をたてて近づき，追いはらった．こ
の時はつつこうとはしなかった．

ｖ）1983年７月17日１７：４６

岸を歩いて来たヤンパルクイナ１羽が，水際にいたパン幼鳥１羽をはげしく攻撃した．

ヤンパルクイナははばたいてバンを威嚇し，頭を前に出してつつきに行った．バンは飛び

はねて羽ばたきながら必死で逃げ,ほとんど抵抗しなかった．

本種はパンとはしばしば一緒に行動しており，バンに対して何ら関心を示さないように

見える時の方が多く，攻撃するのを見ることはむしろ少なかった．また，パン以外の鳥と
連れだって現れたことはなかった．

本種が他の鳥から攻撃されて逃げるような場面は一度も観察できなかった．また，調査

地に出現する水鳥として，オシドリＡ趣gzzルァノ”jtzta，カイツブリＰｂ並"ｓｒｚ４/fbo"な，
冬期にコガモＡ"ａｓ”“cα，マガモＡ打“ｐ肱妙r妙加cAos，ササゴイＢ“oγ雄ｓｓ”ね〃ｓ

などがいたが，本種とこれらとの関係についてはわからなかった．

４．個体間の関係

1982年９月２日，１２日，１４日，１５日，１０月17日，３０日，１１月23日，1983年６月26日，７
月３日，１０日，１６日，２２日には２羽以上が出現した．

池の別の側の岸にそれぞれ１羽ずつ出て来たこともあったが，ほとんどの場合２羽で連

れだって出現した．２羽は並んで歩いたり，数メートル間隔をおいて別々に行動したりし

たが，ほぼ同じ道すじで森の中へ入って行った．

９月２日の例では，本種２羽がバン幼鳥１羽と一緒に同地点より現れた．バンはすぐ水

面に出て泳ぎはじめたが，ヤンバルクイナは泳がず水あびをしただけだった．前述のよう

に水あびは１羽ずつ別々に行った．先に水あびした個体が森の中に去った後，もう１羽が
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水あびをし，その個体はバンと一緒に森の中へ入って行った．その後，パンのみ再び出て
来て，しばらく池で泳いでいた．

９月14日１８：１８には，１羽が他の１羽を追いかけて岸辺や木々 の間をすばやく走り回る
のを観察した．約３分間右へ左へと岸辺を行き来して走ったが，同一個体が追い続けてい
るのか，交替して追いかけあいをしているのか，森の中に入ってしまうのと，走りが早い
ので判別できなかった．この「追いかけ」では，つついて追い立てたり，体を大きく見せ
て威嚇するようなことはなく，攻撃的な様子は感じられなかった．

７月３日１７：４６に観察した例では，１羽が他の１羽の後から頭や首，背の部分をクチパ
シでつついて，かくように羽づくろいしてやっているようであった．羽づくろいされてい

る間，この個体は前を向いて，時々 頭を上下させるだけで，じっとしていた．１～２分間
他個体への羽づくろいが続いた後，両者で頭をつき合わせて「コココ」と声をたて，クチ
パシではさみあうようなしぐさを見せた．しかし，その後は別々 に羽づくろいなどをし，

森に入ったり，出たりをくり返した後，途中，別の方から来た別の１羽のあとを追うよう
に２羽で連れだって池の回りをゆっくり歩いて行った．

ヤンパルクイナ同士の「鳴き合い」と「鳴きかわし」については，次の項で述べる．

５．鳴き声

本種の鳴き声については，山階鳥研標識室（1983)，花輪ら（1983）でも報告されている
が，本調査地では森から歩いて出て来る際に声を聞いた他，本種が入って行った森の中か
ら聞こえて来た声，声がした所から本種が出て来た例などから，およそ四通りの鳴き声を
記録し，また録音にも成功した．

ｉ）歩きながら発する声で「グッグッグググググッグッ…」または「ギュッギュッギャギ
ャギャ…」と聞こえる，きしみ音のような声．1983年２月27日１８：３７，７月23日１８：５１に
単独で森から出て来る際，首をやや前後にさせて歩きながら，口をほとんど開かず鳴いて
いた．

ii）単独で「キョッキュルルリイヤー１キョッキルルリイヤー！」と一声づつ尻上りの
大声を出す．1983年７月１０日１７；５６，１６日１７：３０，１７日１６：４９，２２日１８：３５，２３日１７：４０
と７月の調査ではほとんどの時にこの声を聞いたが，７月以外には聞かなかった．声と声
の間はおよそ５秒から10秒で10分間ほど(７月23日の例では断続的に30分以上におよんだ）
鳴き続けた後，iii）の声を発することが多かった．鳴き声は森の中からのもので，姿は見
ていない．

iii）おそらく２羽以上で鳴き合っている（デュエット）と思われる声．「ケッケッキョッキ
ョッキョッキョッキョキョッ１キョキョッ！…」とよく響きわたる声で10数秒から１分

近く鳴き続ける．「キッキッキッ！…」とも聞こえるが，２羽の声が重なっているようで
やや複雑である．遠くの声はややするどさがなくなって，「ケッケッケッケシ…」とも聞
こえ，ウグイスα"iadjpAo"どの「谷渡り」の冒頭部分やヒグラシ（セミ）の声のような
瀞きである．1982年９月４日１７：２３，１２日１５：０６，１０月17日１６；２９，２４日１６：45,1983年
２月23日１７：５４，７月10日１７：４７，１６日１７：３６，１７日１６：３６，２３日１８：３６とほぼ調査期間
を通じて聞くことができたが，この声も鳴く姿は観察できなかった．また，同じ声を本調
査地の他，国頭村の伊江林道(1983年３月26日１８；３６)，佐手林道（1983年７月17日５：２８）
でも聞いた．
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この鳴き声は，その前後に別の谷の方などから同じ声が聞こえることが多く，鳴きかわ

していると思われる．調査地でも1983年７月17日には五か所以上から声が聞こえており，

それ以外の時も数か所からの声を聞いた.また，伊江林道での場合も声が聞こえたのは，

ほぼ同時に４か所以上の地点からであった．同様のことは山階鳥研標識室（1983)，花輪
ら（1983）でも報告されている．

ｉv）iii)と同質の声であるが，単独で，断続的に鳴き，「ケシ１キョッ１キョッ！キャッ！

…」と聞こえる声，ウグイスの「谷渡り」の後半部分にやや似ているが，大きな声であり，
「ケッキョッ！」ではなく，間に「キッ！」とか「キャッ１キュッ！」と聞こえるするど

い声が入るという違いがある．1982年９月５日１８：１１，１２日１６：46,1983年７月19日１７：

５６，２２日１９：１７に聞いたが，鳴く姿は観察していない．この声の質はノグチケラ＆Zpheo‐

ｐ妙ｏ〃qg“ん〃の「キョッキョッ…」という声によく似ており，1982年10月10日６：３０に

伊江林道でこの声を聞いた時，ノグチケラの姿を見るまで，筆者には区別がつかなかっ

た．ただし，ノグチケラは通常は「クィッ！クィッ！」というより鋭い声を一声づつ出し

て樹冠を飛ぶこと，ヤンバルクイナの声は地面の方から聞こえて来ることなどの相違があ
る．

６．個体差など

本調査域で，直接，同時に目撃した最多個体数は３羽で，このうち２羽は連れだってお

り，他の１羽は別の側の岸で行動していた．外観上で本種の雌雄を区別できるような相違
点は見つけられなかったが，各個体間についてはやや差異を認めた．

ｉ）目の後ろの白線の切れ，つながり程度

続けて観察した際，現れた個体が同一個体であるかどうかを判断するのに，本種の目の

後ろの白線の切れ，つながりの程度によって識別した．その結果，たとえば，１羽が水あ
びをして森に去った後，出て来て水あびをした個体は明らかに別個体であるというような

ことがわかった．しかし，この方法では，多くの個体のすべてを識別することはできない

し，時期が変わっても継続的に区別できるかどうかわからない．また，倍率の高い望遠鏡
を用いなければ判別しにくいので，薮の切れ間を動きまわっている場合や，暗くなってか
ら出て来た場合などは使えないことが多かった．

ii）体の大きさ

２羽で連れだって出現した際，体の大きさにやや差があるように見えることがしばしば
あった．しかし行動上，特徴的な差は見つけられなかった．

iii）足の色

初めて本種を観察した時，そのクチバシと足の赤い色が非常に印象的であったが，１９８３
年７月の調査では，足の色が燈色系の個体と紅色系の個体とが観察された．

ｉi)，iii）については，少なくとも体色からは成鳥と思われる個体であったが，その差異
が雌雄による差なのか，齢によるものなのか，あるいは，それ以外の理由によるものであ
るのかよくわからなかった．ただ，個体ごとの行動をわけて記録する際に識別点としては
役立った．

７．鳴き声の意味などについての考察

1983年７月10日，１６日，２３日の観察では，はじめに「ケシ１キョッ１キョッ！」と一声
ずつ鳴いていた個体が「ケッキッキッキッキョッキュルルリイヤー１キョッキュルルリ
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イヤー！…」と鳴きはじめ，数十回この声をくり返した後，おそらく２羽の声で「ケッキ

ョッキョッキョッキョキョッキョキョッ…」と鳴いた．その後，この２羽の声は止まった

が，周囲の谷間数か所から同様の「キョキョッキョキョッ…」という声が響きわたった．

ここで，この「キョッキュルルリイヤー！」という声はちょうど「呼びかけ」のように

聞こえ，何度もの「呼びかけ」の後，これにこたえて出て来たもう１羽（おそらく配偶関

係にあると思われる）と鳴き合い（デュエット）したように思われた．そしてこの鳴き合

いは同時に，何らかのテリトリー宣言に相当し，他のテリトリーのペアもこれにこたえて

鳴きかわしたかのようであった．本種が本当にテリトリーをもっているのかどうか，もっ

ているとすれば，それは，どういう意味があり，どのくらいの広さなのか不明な点が多い

が，本種の他の烏への攻撃なども，何らかのテリトリー防衛行動であると考えることもで

きる．

ペア同士の「鳴き合い」の声とそれにつづく別のペアからの「鳴きかわし」現象は調査

期間を通じて聞かれたが，「呼びかけ」と思われる「キョッキュルルリイヤー！」という

連続した声は７月中・下旬以外には聞けなかった．本種のヒナが1982年５月中旬に保護さ

れており,下旬にはやや大きいヒナを連れた親鳥の姿が新聞，テレビで報道された．また，

副模式標本の幼烏が捕狸されたのは1981年６月28日（YamashinaandManol981）である

ことから，７月は，これらのヒナの独立（親離れ）の時期に相当するものと考えられる．

本調査では，この時期には，調査地の周辺にそれまでなかった本種のものと思われる足あ

とが多数見られること，水場での滞在期間が長くなり，出現時刻もやや早くなるなど，行

動上の変化が認められた．７月３日に観察された他個体への羽づくろい（allopreening）や

「呼びかけ」と思われる声をあわせて考えると，この時期は，さらに雌雄間についても何

らかの行動，関係の変化が見られる時期にあたっているのかも知れない．

本種が年に何回繁殖するのか全くわかっていないが，少なくとも産卵，育すうの時期で

あると思われる３月～６月に充分な調査ができなかったため，水場への出現の状況につい

ては不明である．1978年７月９日に親子連れ５～６羽の目撃記録（真野1982）もあり，

繁殖期間は７月までおよんでいる可能性もあるが，本調査地の水場へは，ヒナ，幼鳥が出

現したことはなかった．８月以降の水場への出現は，その様子がほとんど変化せず，定例

的であったことから，その後３月ごろまでは非繁殖期と思われる．いずれにせよ，本種の

繁殖生態については現在の所全くわかっていないが，水場への出現状況とその際の行動か

らだけでは類推は困難である．

「キョッキュルルリイヤー！」という声が「呼びかけ」の意味をもつとすれば，録音し

た声を適当な時期に流せば本種を呼び出すことが可能かも知れない．また，「キョキョッ

キョキョッ…」と鳴き合うデュエットの声が何らかのテリトリー宣言で，他のペアもこれ

にこたえて鳴きかわすとすれば，この声も，同様に録音して流せば反応が得られるように

思われる．実際，1983年７月23日にこの声の録音に成功した後，現場で再生した所，その

直後にすぐ近くで鳴きかわす声を聞いた．

本種が森林性の飛べない烏であるならば，配偶者選択，個体認知などに鳴き声を使って

いる可能性は高いと思われる．前述の声が実際に繁殖，配偶行動，縄張りなどと関連のあ

る声であるとすれば，録音テープを同じ地点でむやみに何度も流すことは本種の生活域を

乱すおそれがあるので慎重でなければならないが，適当な時期，時間帯がわかれば，本種
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の分布域，生息数などの調査に用いることが可能と思われる．

しかしながら，非常によく響きわたる大きな声であるにもかかわらず，その姿同様，こ

れまでほとんど知られていなかったということは，鳴き声を出す時期，時間帯がよほど限

られているか，あるいは，分布域がやはり極めて限られており，生息数もそう多くないと

いうことになるだろう．

要 約

1982年８月から1983年７月までの約１年間，沖縄島北部の大宜味村内の水場でヤンバルクイナ

の野外観察を行い，出現時刻，行動に関して若干の知見を得た．

１．３７回，約63時間の調査中，ヤンバルクイナが出現したのは26回，観察時間はのべ約４時間

であった．本種は日没時前後や早朝によく出現し，出現場所はほとんど変化しなかった．

２．出現の際の行動として，歩行,水あび，羽づくろい，泳ぎ，採食と水飲みなどを観察した．

３．キジバト，キセキレイに対して攻撃し，追いはらうことがあった．また，パンとはしばし

ば行動を共にしていたが，時には攻盤し追いはらった．

４．ヤンバルクイナはしばしば２羽連れだって出現した．追いかけ行動と他個体への羽づくろ

いとがそれぞれ一度づつ観察された．

５．およそ４種類の鳴き声を記録した．そのうちのひとつは「呼びかけ」の意味をもつと思わ

れ，別のひとつは２羽による鳴き合いで「縄張り宣言」の意味をもつらしく，他からの鳴き

かわしが認められた．

６．出現した個体間には，体の大きさ，足の色，目の後ろの羽毛などにやや差異があった．

７．７月には水場への出現の時刻，滞在時間，鳴き声などの状況が他の時期とやや異なるよう

であった．
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